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健康上の理由によ
り、教師が各家庭
や事業所を訪問し、
自立活動を中心に
学習をします。

○  こころとからだにやさしい学校
○  「夢や希望」に向かって努力する力を育てる学校
○  信頼とつながりを大切にする学校

目指した
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生活単元学習
「こいのぼりをつくろう」

特別活動
「進路を考える週間」

作業学習
「名刺作成」

家庭科
「離乳食をつくろう」

美術
「ボンドアート」

国語
「かるたをしよう」

生活単元学習
「植物を育てよう」

図画工作
「しんぶんしとなかよし」

　音楽
　「低音と和音のはたらき」



　保護者や関係機関と連携を図り、健康を保ちつつ自分らしい生き方を目指します。 
教員がご家庭や事業所に訪問し、自立活動を主に一人一人に応じた内容を学習し、
自分の意思や感情を表出する力を育てます。また、友だちや集団を意識できるよう、
所属学部・学年との共通理解のもとで、スクーリングや映像での交流を行います。

　 学習上または生活上の困難を改善・克服するために必要な
学習を行います。各教科等の授業にもつながっています。

　通学に時間のかかる児童生徒や日常生活に必要な力を身につけたいと望む児童生
徒が入舎しています。宿泊をしながらの共同生活の場で、支援を受けながら生活の質
を高め、日常生活動作やコミュニケーションの向上を目指します。また、舎生同士で支
え合いながら楽しく生活することで、助け合う心や友情も培います。

寄宿舎行事お楽しみ会 自立生活に向けて洗濯たたみ 友達と一緒の楽しい日常生活

自立活動
「光あそび」

 「視線入力」  「ICT機器の活用　タブレット端末 ・ デジタルリハビリツール」
※写真の背景は、視線入力で児童生徒が描いた作品です。

自立活動
「ボッチャをしよう」

自立活動
「視線入力」

自立活動
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　将来にわたって社会の一員として生
活するために、高等部では校内、校外、
オンラインで卒業後を想定した進路体
験実習を実施しています。
　中学部では「進路を考える週間」と
してキャリア教育に取り組んでいます。

　運動部と文化部に分かれて活動して
います。運動部では、各種大会に向け
た練習やレクリエーション活動、文化
部では、タブレット端末やパソコンで
基本的な操作、イラスト、絵画の制作
など様々な活動にチャレンジしていま
す。

校内実習（軽作業）
運動部

『陸上競技・フライングディスク』
文化部

『Canvaで制作活動』
専門学校・大学進学



交流および共同学習
◇居住地校交流（居住地の学校との交流活動）
　居住地の小学校や中学校と交流し、共同学習や行事
に参加することで、社会性やコミュニケーション能力を
高め地域とのつながりを深めます。　

◇学校間交流（近隣の小、中、高等学校との交流活動）
　児童生徒が共に理解し合い、社会の一員として助け
合い、支え合って生きていくことの大切さを学びます。

　地域の学校や関係機関の職員を対象として公開授
業や肢体不自由児教育に関する研修会を実施してい
ます。

◇地域交流（地域の方々との交流活動）
　地域の人々との触れ合いの中で、社会性や協調性、
思いやりなどの心を育みます。
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本校マスコット
「シモロウ」
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本校は地域の福祉避難所になっております。
本校の視線入力は、岩手県立大学のEyeMoTチームによるEyeMoTセンサリーアプリを使用しています。




